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株
式
会
社
イ
ビ
ソ
ク

No.52

令和 2 年
1 月号

No.52

　
令
和
元
年
度
の
発
掘
調
査
は
終
了
で
す
。

　

遺
跡
は
、
境
川
の
右
岸
に
広
が
る
緩
斜
面
、
標
高
三
九
〇
〜
四
〇
〇
m
前
後
に
位
置
し

ま
す
（
写
真
15
）。

　

調
査
の
結
果
、
調
査
区
中
央
に
土
石
流
の
跡
が
大
き
く
縦
断
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
土

石
流
か
ら
免
れ
た
遺
構
・
遺
物
が
２
カ
所
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。
一
つ
は
調
査
区
北
西

寄
り
に
、
江
戸
時
代
の
川
向
村
絵
図
に
み
え
る
道
に
沿
っ
て
屋
敷
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

溝
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
敷
地
か
ら
、
道
寄
り
に
建
物
、
そ
の
後
方
に
屋や

敷し
き

墓ば
か

が
列
を
な

し
て
五
基
（
写
真
16
）、
煙き

管せ
る

な
ど
が
墓ぼ

壙こ
う

内
（
写
真
17
）
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
も
う

一
カ
所
は
調
査
区
南
東
寄
り
に
、
縄
文
時
代
晩
期
の
数
棟
重
複
す
る
竪
穴
建
物
跡
を
確
認

し
ま
し
た
（
写
真
18
）。
そ
の
う
ち
二
基
に
石い
し

囲が
こ
い

炉ろ

の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

写真 18　縄文時代の竪穴遺構 206SK

写真 17　煙管出土状況　江戸時代の墓 083SK

写真 16　江戸時代の墓壙群

写真 15　遺跡の全景
　　　　　( 東から )

上
かみ
ヲロウ・下

しも
ヲロウ遺跡の調査成果をご紹介します　

設
楽
ダ
ム
関
連
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
、
今
年

度
で
六
年
目
に
な
り
ま
す
。
一
月
中
頃
ま
で
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
万ま
ん

瀬ぜ

遺
跡
の
調
査
も
終
了
し
、
今
年
度
の
発
掘
調
査
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
上か
み

ヲ
ロ
ウ
・
下し
も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
、
石い
し
は
ら原

遺
跡
、

万
瀬
遺
跡
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
注
目
す
べ
き
発
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
二
頁
以

降
に
概
略
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
是
非
と
も
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

調
査
に
際
し
て
は
、
関
係
機
関
の
方
々
を
は
じ
め
と
し
て
、
特
に
設
楽
町
内

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
ご
理
解
・
ご

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
下
記
の
よ
う
に
、
三
月
に
皆
様
に
向
け
て
成
果
報
告
会

を
開
催
す
る
予
定
で
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
調
査
時
の
映
像
の
み

な
ら
ず
、
出
土
し
た
遺
物
も
で
き
る
だ
け
多
く
展
示
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

印
刷
資
料
は
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
報
告
会
で
は
、
長

野
県
か
ら
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
縄
文
時
代
の
専
門
家
を
お
招
き
し
て

講
演
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

成
果
報
告
会
の
詳
細
は
、
二
月
頃
、
別
の
チ
ラ
シ
で
皆
様
に
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
の
で
、
成
果
報
告
会
に
、
是
非

皆
様
、
お
越
し
下
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

川か
わ
ぞ
え添

和か
ず
あ
き暁

）　

令
和
元
年
度
　
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘
調
査
成
果
報
告
会

新
設
楽
発
見
伝
６
の
ご
案
内

　
日
時
　
令
和
二
年
三
月
七
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

　
場
所
　
設
楽
町
役
場
議
場

　
内
容
　
今
年
度
の
発
掘
成
果
の
ご
報
告

　
　
　
　
関
連
す
る
出
土
遺
物
の
展
示

　
　
　
　
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
と
座
談
会
　

写真 1・2　出土遺物や遺跡を検討する様子
（上：今年度の上ヲロウ・下ヲロウ遺跡、

下：今年度の石原遺跡）
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写真２　現在の奥三河郷土館の外観

万
まん
瀬
ぜ
遺跡の調査成果をご紹介します石

いしはら
原遺跡の調査成果をご紹介します

　写真右側に境川が流れ、今年度調査の上ヲロウ・下ヲロ
ウ遺跡も写真の上の方向に位置します。

　縄文時代草創期〜早期 ( 約 11,000 年前頃 ) の土器が横倒
しの状態で出土しました。

　19A 区では、多くの土石流の堆積が確認されました。また、
下層の土石流には、縄文土器や石器が含まれていました。

　19B 区では土石流の影響を受けていない砂の部分で、縄
文時代の包含層が一部残っていました。

写真 3　万瀬遺跡全景 ( 南から )写真 4　19Ab 区　土坑内土器検出状況写真 9　19A 区全景 ( 東から )写真 10　19B 区全景 ( 南から )

写真 5　19Ba 区　近世掘立柱建物跡写真 6　19Bb 区　近世井戸跡写真 11　19C 区　谷地形 015NR写真 12　19C 区全景 ( 東から )

写真 7　19C 区　竪穴建物跡群写真 8　19C 区　中近世掘立柱建物跡群写真 13　19C 区　配石墓 040SK写真 14　19C 区　出土土器

　長方形に並んでいる穴は柱の跡で、下の掘
ほったて

立 柱
ばしら

建
たてものあと

物跡は
お堂で、上の掘立柱建物跡は蔵と考えられます。

　下段は石組み、上段は縦板を並べて枠を作る構造の井戸
で、江戸時代後半の遺物が出土しています。

　　19C 区では、川側の一番低い部分から、土器を大量に
包含する黒色土の谷地形 015NR を検出しました。

　谷
たに

地
ち

形
けい

015NR からは縄文時代後期末から弥生時代前期
( 約 4,000 年〜 2,500 年前 ) の遺物が大量に出土しています。

　縄文時代早期（10,000 年前頃）の竪
たてあなたてものあと

穴建物跡群で、浅く
掘られた円形の竪穴建物跡が 5 基重なっています。

　掘立柱建物跡の集中する C 区は中世～江戸時代後半には
集落であったと見られ、建て直した様子も見られます。

　石を縦に配石した配
はいせき

石墓
ぼ

040SK の埋土中から、縄文時代
晩期後葉の土器が出土しています。

　写真は縄文時代晩期後葉の突帯文土器です。口縁部に細
い粘土紐の隆帯を貼り付けるのが特徴です。

Bb 区
Ba 区 C区

Ab区

Aa区

19A 区

19C 区

19B 区

040SK

土石流

砂

黒色土混じり
の土石流

015NR
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